
【議題外】鳥栖市における直近の人口動態について（参考）

令和7年2月2７日 令和6年第１回 まち・ひと・しごと創生有識者会議
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【参考】 鳥栖市における直近10年間の人口推移
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（自然増・社会増：人） 自然増と社会増の推移

自然増 社会増 人口増減

Point
✔令和５年に初めて人口減となったが、令和６年に再び人口増に転じた

✔社会動態は増加傾向を維持しているが、自然動態は減少傾向である

出典：市民課「住民基本台帳月報」



２

【参考】 鳥栖市における自然動態と社会動態の推移

Point
✔出生数は減少傾向で、特に令和元年、令和５年に大きく減少している

✔社会増は一貫して続いているものの、転出者数が増加傾向にある
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（増減数：人）（転入・転出：人） 社会動態の推移

転入 転出 増減数

出典：市民課「住民基本台帳月報」



３

【参考】 社会動態における考察

✔年齢別にみても、殆どの層において社会増

となっている

✔特に若年層が（20～39歳）の社会増が

ボリュームゾーンである

✔一方で、0～4歳については社会減の傾向が

強い
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年齢別社会動態のヒートマップ Point

出典：市民課「住民基本台帳月報」

単位：人

✔若年層は令和3年まで減少し、4年から増加傾向

にある

✔増加傾向の要因は外国人の増加である

✔市内の日本人若年層は、令和2年度に一度下げ

止まり、以降は引き続き減少傾向

✔外国人は10年前と比べ3倍近くに増加。日本人

は約2,000人の減少となった。
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若年層（20～39歳）の人口推移
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４

【参考】 社会動態における考察

✔日本人の若年層について、全国と比較してみると、

鳥栖市と同様に減少傾向で推移している

✔人口が増加している東京都や、近隣の福岡県でも同様

の傾向が見られ、グラフの形状（下がり幅）も鳥栖市

と類似している

✔日本人の若年層減少は、時代の趨勢としての側面も

一定程度はあると考えられる

単位：人

✔直近3年で見ると、本市の社会増のうち、

大部分は外国人の社会増によるもの

✔40歳以上は日本人についても増加傾向

働く場の多さが関係している可能性

✔社会増については、そのすべてを外国人

に依存してるわけではない
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出典：市民課「住民基本台帳月報」

統計局「人口推計」

単位：千人
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【参考】 社会動態における考察

Point
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✔鳥栖市内の外国人のうち、国外転入者の在留資格を

見ると、留学が54％とその大半を占める

✔次点は特定技能であり、製造業や建設業に従事する、

高い技能を持った外国人の転入も多い

✔鳥栖市における外国人の増加には、日本語学校の立地

だけでなく、働く場所の多さが影響していることが
わかる
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✔鳥栖市からの外国人転出者における在留資格について見

ると留学が38％と最も多く、留学生の多くが転出してい

ることがわかる

✔特定技能については7％と少なく、転入後に市内へ定住し

ていると見られる

✔本市における外国人の増加は、留学よりも就業による

定住者の増加に起因すると考えられる

出典：市民課「住民基本台帳月報」
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６

【参考】 自然動態における考察

✔鳥栖市全体の出生数及び出生率はともに減少

傾向。一方で、外国人のみの出生数、出生

率は増加傾向にある

✔出生率をみると、鳥栖市は全体で約7‰、

市内外国人のみで約8‰となっている。数値

としては両者に大きな差はない

✔鳥栖市の出生率は全国より僅かに高い

✔婚姻件数については、近年は横ばいで推移し

ている。一般的に出生数低下の主要因とさ

れる未婚化については、鳥栖市では傾向が

みられない

✔鳥栖市においては、婚姻件数の増減が出生数

に与える影響は僅かである可能性がある
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【参考】 自然動態における考察

✔0～4歳の人口推移を見ると、令和元年度より

継続して減少傾向

✔外国人の出生数・出生率の増加は、若年層の

それと比較して鳥栖市の社会構造に与える影響

は軽微
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✔若年層及び0～4歳の人口推移を比較すると

減少率に差があり、直近3年では若年層に対

し0～4歳の減少率は4倍以上の差がある

✔出生率の低下は若年層の減少だけではない

低下要因（出生意欲の低下等）が介在して

いる

✔例えば、第2子出産時に子育て世帯が転出

している等の可能性が考えられる

Point


